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私は人に物事を伝えたり、勉強を教えた
りすることがうまいと言わることが多く
“教師という仕事が向いているのではな
いか”と漠然と思い描いていました。高校
に入り、進学先を考える時期に、ちょうど
小中学生に勉強を教える機会がありま
した。そこで生徒たちから、「担任の先生
になってくれたらうれしい」という言葉を
もらい、教師になることを決意。滋賀大学
教育学部に入学しました。

当初は、苦手だった数学を好きにさせて
くれた高校時代の恩師のように、数学教
師をめざそうと考えていました。一方で、
教育そのものの在り方や子どもとの関わ

り方、また学校経営などについても知り
たい思いが強く、教育全体について学ぶ
ことができる教育文化専攻を選択。授業
では「生涯学習」について力を入れて学び
ました。子どもの教育においては、学校や
教師だけでなく、保護者や地域との連携・
協働が重要です。私はとくに子どもと高
齢者と関わりに着目し、両者をどのよう
につないでいくかの考察を重ねました。
在学中はコロナ禍の影響で、子どもと高
齢者をつなぐことを実践できなかったの
ですが、今後はリアルな交流の場を設け
ていきたいと考えています。

小学校教員になったのは、生涯学習の学
びと、滋賀大学附属小学校での教育実習
で小学生に接したことで、学習以外の面
でも子どもの成長により深く関わること

ができると思ったからです。現在は、小学
5年生のクラス担任をしています。教師と
してもっとも心がけていることは、信頼関
係の構築です。私と児童、そして児童同士
が信頼し合うことで良好な人間関係が
育まれ、授業もクラス運営も円滑に成立
していきます。この信頼関係の構築には、
密なコミュニケーションと、互いの良い面
の発見・尊敬が欠かせません。このこと
を児童たちに伝え続けていると、一人ひ
とりが相手の立場や気持ちになって考え
たり、行動することができるようになって
きました。成績が上がることも大切であ
り、授業の方法についてはつねに工夫を
凝らしています。ですが、こうした人とし
ての成長を促すことも教師の使命であり、
私の何よりの喜びです。だからこそ、滋賀
大学教育学部独自の教育文化専攻にお
いて、教育の根幹を学び、教師になった
ことは、大きなプラスになっています。専攻
の先生からいただいた「教師も生涯学習
が不可欠」という言葉を胸に、私も学びと
成長を続け、子どもたちに寄り添い、育ん
でいくことが目標です。

教育そのものの理解を深めて小学校教員に
子どもの人としての成長に力を尽くす

芦田 知晃さん

専攻での学びを成長にも
クラス運営にも活かす

京都府出身。2020年3月滋賀大学教育学部教員養成課程教育文化専攻卒業。同年4月湖南市立三雲
東小学校着任。滋賀大学が琵琶湖の湖畔、彦根城の眼下にあり、「環境教育」について学べることに
惹かれて進学。在学中には伝統、実績がある漕艇（ボート）部に入部。学業や教育実習などに忙しい
中、厳しいトレーニングメニューをこなし、数多くの大会に出場。好成績を収めた。

湖南市立三雲東小学校

子どもの言葉が
教師への道を後押し

子どもと高齢者が関わる
「生涯学習」について追究

さまざまな価値観に
触れる機会を

国際交流の学内制度と施設

滋賀大学では海外の大学への留学や研修、そして海外からの留学生を迎えるために、
さまざまな制度を用意しています。グローバルな学びを支える制度をご紹介します。

松本 峻弥
経済学部 光泉カトリック高校（滋賀県）

海外での学びを支援

交換留学制度を利用して学ぶ

Point

海外の学生の意見で
深まる自己理解

交換留学

海外からの留学生との交流を促進

世界14の国と地域にある24の大学等の機関と、全学レベルの学
生交流協定を締結。学生の交流や教育研究などの相互協力をは
かっています。学部2回生以上で、派遣条件を満たす学生は、制度
を利用して1年以内の留学をすることができます。

●留学先大学で修得した単位が、所属学部の審議を経て認定される場合があります。
●留学期間（1年以内）は本学の修業年限および在籍期間に参入されます。
●滋賀大学に授業料を納めることで、留学先大学の授業料は免除となります。
●留学にかかる費用の一部を支援する制度があります。

異文化体験プログラムを実施

研修先

短期海外研修

夏季休業期間などを利用して、目的意識をもって異文化を体験で
きる短期海外研修のプログラムを実施しています。海外の大学で
授業を受けつつ、現地での生活や地域の文化に触れることで、日
本の生活では得られない体験ができます。

グローバルプラザ彦根

留学生と日本人学生の交流の活性化を図る拠点として、活用して
います。多様な国際経験や異なる価値観に触れる機会を増やすこ
とで、国際交流への関心や、国際感覚の醸成をめざします。

グローバルプラザ大津

以前から、国際貿易の分野にとても興味を抱いていました。
大学生になり、留学を通して実践的な英語力を身につけ、さら
にサプライチェーンで機能する機関などを学ぶことで、将来、
国際物流というフィールドで活かしたいという思いが強くな
りました。留学をするにあたっては、国際交流課が主催する説
明会で情報を収集。留学中は安全確認、日本帰国時には手続
き方法といった注意事項の連絡など、手厚くサポートいただ
きました。留学準備では、英語力の強化に注力。自身の英語力
を客観的に見ることから始め、自分に合った効率の良い方法
を探して実践しました。留学先の授業は、学生からの質問や
ディスカッションの時間も多く、周りの人の疑問にも耳を傾
けることで自身のさらなる理解に繋がると感じました。

●留  学  期  間：2021年8月2日～2022年2月4日
●留学した大学：Sprott Shaw College(カナダ)
●留学のタイプ：私費留学

 4月 ・新入留学生オリエンテーション
  ・留学説明会
 5月 ・共創グローバル人材プログラム募集説明会
 7月 ・留学生対象就職活動ガイダンス
 8月 ・海外留学事前研修
 9月 ・秋学期履修説明会
  ・新入留学生オリエンテーション
 10月 ・留学説明会
 12月 ・留学生対象就職活動ガイダンス
 通年 ・滋賀大学グローバルセミナー（概ね月1回程度）

●夏季語学研修（ミシガン州立大学）　8月～9月
●オーストラリア研究（ディーキン大学）　2月～3月
●韓国語・文化研修（啓明大学）　8月
●フランス語文化研修（西部カトリック大学）　9月
●イギリス研修（リーズトリニティ大学）　8月
●中国語研修（東北財経大学）　3月
●メキシコ語学・文化研修（グアナファト大学）　2月～3月
※新型コロナウイルスの感染拡大状況等を踏まえ、順次再開

留学体験記

サンクスギビングデー、ハ
ロウィン、クリスマスなどの
イベントが留学期間中に
あり、日本でのイベントと
の違いを感じられたのが
印象に残っています

■年間行事予定
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